
操作は簡単! ナンバープレートを撮影するだけ※

ホイールナットの締付けから、
タイヤ溝の測定・作業記録まで。

[e-整備TIREについて]
※車両データベースは自動車検査登録情報協会（登録車）・全国軽自動車協会
　連合会のデータと連動しています。

■ e-整備TIRE

・ 撮影したナンバープレートをもとに車両データを取得、対応デバイ
  スとBluetooth®接続を行い作業することで作業結果を記録・管理す
  ることができるアプリケーションです。
・ ホイールナット締結、タイヤ溝残量の2つの記録ができます。
・ 自動で取得した目標トルク値はトルクルと接続することで自動設定
  され、設定の手間が省けます。
・ タイヤ溝の測定結果はイラストで表示され、タイヤ溝の状態が一目
  でわかります。
・ 作業記録の閲覧はPC、スマートフォン、タブレットから行えます。
  （OSを問わず閲覧可能です）
※最新OSへは随時対応予定です。
※e-整備TIREはAndroid、Windowsには対応しておりません。
※e-整備は京都機械工具株式会社の登録商標です。

e-整備TIRE
e-SEIBI TIRE

価格
iPhone17e / iPad のみ ¥ 6,000 / 月  

対応デバイス
iOS 26
対応OS

GNA200-04
￥35,400

GNDA020A
￥49,000

デバイス

トルクル(GNA200-04)とタイヤデプスゲージ(GNDA020A)を合わせて導入する場合 月々のお支払い

1ライセンスあたり

導
入
費
用
の
目
安

初期
設定費用 ※お支払口座あたり

￥30,000

ライセンス
登録費 ※1ライセンスあたり

￥3,000

■ 対応車両
2000年以降に発売された軽自動車、普通車、輸入車、貨物車に対応しています。
※すべての車両には対応していません。

￥6,000
※デバイスの価格は小売参考価格です。　※アプリをご利用いただくにはiPhone17eまたはiPadが別途必要となります。

￥117,400
導入費用

大型車は2027年以降に対応予定！

※導入費用の詳細は
　e-整備TIRE特設サイトをご確認ください。

iOS 26
iPhone17e/iPad のみ対応

※Android/
Windows対応外

国内外主要メーカー/車種に対応

e-seibitire e-整備TIREでタイヤを管理

ホイールナット
締結記録

タイヤ溝
残量記録

※： ナンバープレートから車両データが取得できない時間帯や曜日がございます。
 その場合はコーションプレートや手動入力をお使いください。

軽自動車 輸入車 小型・普通貨物車 中型・大型貨物車小型・普通乗用車

作業支援・管理アプリ
検索e-整備TIRE

など、今後も情報を更新!
機能一覧 ご利用料金 FAQ

No.GNA200-04

No.GNDA020A

対応製品 ： GNDA020
  GNDA020A
測定範囲 ： 0～20ｍｍ
最小メモリ ： 0.1ｍｍ
通信方式 ： Bluetooth®5.3
※GNDA020はBluetooth®4.0に対応

■ 対応デバイス

WEBカタログ

WEBカタログ

対応製品 ： GNA200-04
測定範囲 ： 40～200N・m
測定精度 ： ±4%＋1digit
通信方式 ： Bluetooth®4.1

12.7sq.トルクル

お手持ちの工具に装着するだけで
簡単・正確にトルク測定が可能

タイヤデプスゲージ

大型デジタル表示で見やすく
タイヤ溝の測定・測定値の出力が可能

   No.77-10-1   2026.09.8S(TM)

■お買い求めは信頼とサービスを誇る当店で

作業支援・管理アプリ

課題解決



ホイールナットの締付け作業
適切に管理できていますか？

車両の入庫から管理・提案をスムーズに!

ナンバープレートを撮影

から車両情報の取得が可能

他にも

取得・設定 締結・測定
締付け、

タイヤ溝残量を確認
デバイスと接続することで
取得した目標トルク範囲※2が

自動で設定

作業結果はクラウドに保存
記録を元にお客さまへの

提案に活用

記録・管理車両を入庫

※必ずサービスマニュアルに記載されている
　締付けトルク値をご確認してから作業をしてください。

ナンバープレート
のない車両は コーションプレート

アプリに手動で入力

照合 取得

※1

データ
ベース

e-整備TIREの機能

簡単に車種ごとの目標トルク値を取得することができ、デバイスへの設定も自動。
いつもの手順はそのままに撮影をたすだけで、作業者の入力・設定・記録づけの負担を減らし
お客様へ「記録を示せる」安全・安心のサービスを提供します。

レベルバーを見ながら
正確な締付け作業が
行える
締付けの状態をリアルタイム
で表示。正確な作業が行え締め
すぎを防げます。

cloud

作業記録を保管

いつでもどこからでも
アクセス可能

作業箇所ごとに
作業結果を表示
ホイールナット単位で測定結果
が記録され、作業の進捗を常に
確認することができます。

タイヤ溝の状態を
イラストでわかりやすく
溝の減り具合が分かりやすく表
示され、タイヤの状態把握に役
立ちます。

作業結果がリアルタイムで記録され
正確でミスのない作業をサポートします。

1本ごとの記録で
締め忘れ・締めすぎを防ぐ

タイヤ溝の状態をお客さまと共有
タイヤ交換時期の提案に活用できます。

タイヤ溝の記録・管理で
提案までをサポート

ホイールナット締結記録 タイヤ溝残量記録

・登録番号 ・作業者 ・日時
・作業種類 ・測定記録  など

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 年度
参照：国土交通省「大型トラックのタイヤ脱落による事故防止」より
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（件）
大型車の車輪脱落事故発生状況（年度計）

発生件数（件） うち人身事故件数（件）

※1：車両データベースは自動車検査登録情報協会（登録車）・全国軽自動車協会連合会のデータと連動しています。
※2：目標トルク範囲は変更が可能です。

アプリの詳細は裏面から特設サイトへ

正確な
記録を残す

手間と時間を
減らす

勘違いや思い込みによる
トルク値の設定ミス

作業中断後、再開した際の
締付け忘れ

車両ごとに行なう
トルク値変更時の設定ミス 記録が残っていない

こんな事が起こっていませんか？

常に注意をしながら作業をしているなかでも起こりうる締め忘れや締めすぎは
なかなか管理を行うことが困難ですが、
整備の現場や企業の信用にとっては記録を残し正しく管理することが必要です。

昨今メーカーの中でも車種や年式によって規定トルクが多様化し、同じとは限りません。
また締めすぎによるボルトへのダメージなどは走行中のトラブルや重大な事故につながりかねず、
お客さまへの対応や事後のクレーム・トラブル対応などの負担にもつながります。

「正しく締める」ことと「正しく締めた証明ができる」こと。
トルク管理は、タイヤ交換を行うすべての現場に共通する課題です。

リスク管理

色と形で、タイヤの状態が一目に

※1

e-整備TIREならナンバープレートを撮影するだけで

車両データの取得から記録・管理まで
アプリが自動でサポートします。

　　　　　　　  が作業ごとに
正確な記録を残し、タイヤ交換作業の
安全と安心を提供します。

お客さまへ
安全・安心の提供

作業者の
安心と効率化

グリーン ： 良好
オレンジ ： 交換を検討
レッド ： 今すぐ交換

タイヤの溝は
減っていない

溝が大きく減っており
交換が必要

3.9

1.2 7.5


